
公明党荒川総支部　令和7年5月10日発行　編集発行人：森本達夫　〒116-8501 荒川区荒川2-2-3（公明党控室） 連絡先：03-3802-3111（内線：3636・3637）

荒川総支部ニュース

けいの信一さんは、いつも荒川区民の安心・安全について心を砕いてお
られます。そして安心・安全な暮らしの根幹のひとつである健康の分野
において、高い見識を持って医療機関と連携をとっていただいています。
荒川区に暮らす子どもから高齢者まで、すべての人の健康な生活を支え
ていくのに欠かせないお一人として、応援いたします。

太田 誠一郎 荒川区医師会会長

〝荒川区に
は

こんな希望
があるんだ

〟

ってアツく
語る姿に、

この人なら
任せられる

と感じまし
た！

（20代・男
性）

保育園、ワクチン、教育費……子育ての悩みに、力強く応えてくれたけいの信一さん。私たちの味方です！（30代・女性）

ホームページやSNSで最新情報をお知らせいたします。

@ k e i n o . s h i n i c h i検索けいの信一　荒川区 @ k e i n o _ s h i n i c h i@ K e i n o S h i n i c h ikeinoshinichi.com

声なき声を形にしたい。その思いで様々な
課題に向き合い、一つ一つ解決してきました。
現実を変えることが政治の使命。
これからも東京・荒川のために全力で挑戦していきます。

喜びと希望あふれる荒川へ。

けいの信一さんは、荒川区選出の
都議会議員として地域発展のため
に尽力してきた、私の同志です。
２期８年、多くの実績を残されまし
た。荒川区政をさらに力強く前に進
め、安心・安全で希望をもてる社会
をつくるために、引き続き力を発揮し
ていただくことを期待しています。

滝口学 荒川区長

荒川の未来へ全力!荒川の未来へ全力!
message

滝口区長とともに

公明党荒川総支部部長

けいの信一

若者の声

Happy Smiles Arakawa
笑顔あふれる荒川へ

2025年
夏号



\ 暮らしのご相談はお気軽に /

衆議院議員 岡本みつなり

ほさか正仁
松田ともこ区議会議員 きくち秀信
森本たつお

増田みねこ 山口幸一郎

☎03-3802-3111（内線 3636）

✿賃貸住宅を手ごろな家賃で
✿高校授業料無償化の所得制限撤廃
✿高校３年生世代までの医療費無償化
✿公立小中学校の学校給食を完全無償化
✿区内全小中学校の体育館にエアコン設置
✿障がい者手帳のカード化
✿ホームドアの整備拡充
✿がんや糖尿病の予防・治療・支援体制を強化
✿不足する介護、福祉職員への手当を継続
✿中小企業による奨学金返済支援制度を実現
✿「地域の底力発展事業」を拡充
✿「不燃化促進事業」など、燃えにくい街づくりを強化
✿都市浸水対策として下水道施設の機能強化
✿王子給水所の整備を推進し、災害時の水供給体制を強化

公明党荒川総支部

私たちがカタチにしました

☑ 「シルバーパス」を約４割値下げ
☑ 高齢者の補聴器購入助成
☑ 防犯機器に２万円補助
☑ 小児インフルエンザワクチン、
 帯状疱疹ワクチン接種助成
☑ ０～２歳児の第１子保育料無償化
☑ 妊娠、出産時に27万円支援

都議会公明党は、重点政策「家計応援計画」をさらに前へ進めます。
物価高に苦しむ若者世代の声を受け、政策を拡充しました。

　公共交通機関に定額で乗車できる「学生パス」（＝シルバーパスの学生版）を導入
　東京アプリでのポイント付与を、１人当たり7000→１万ポイントに増額

暮らしに届く“支援”着実に

若者ファーストの東京・荒川へ!

PASS

子育て世代を応援
教育負担をゼロに。
すべての子どもに「使える英語」を

いのちを守る防災対策
水道網を安全に。無電柱化など
災害に強い街をさらに前へ

誰もが活躍できる社会
氷河期世代を支え、
学び直しと女性の挑戦を後押し

福祉にも全力
シルバーパス無償化へ。
介護施設の環境整備も強化

すべての世代の挑戦を支え、未来に希望をひらく
―公明党荒川総支部の未来政策を紹介します。

・都・区の強力なネットワークを
生かし、暮らしの現場に寄り添

いながら、確実に対策を重ねてきまし
た。一つひとつは小さな「良かった」
かもしれませんが、それぞれが暮らし
を支える確かな一手となっています。
これからも、“暮らしに届く”支援を、
着実に前へ進めていきます。

国

あらかわの未来政策


